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　本市は、自然と産業が共生しているため、山、河川、湖沼、海、原野、工場、煙突など様々なロ
ケーションを提供することができるまちであり、映画「のぼうの城」（平成24年11月公開）やテ
レビドラマ「いつかこの恋を思い出してきっと泣いてしまう」（平成28年1月～3月）などのロケ
地として採用されています。
　苫小牧を舞台とする、全国番組やテレビCM、映画等の撮影は、地域PRの絶好の機会である
ことはもちろん、撮影後には交流人口の増加も期待できます。
　そのため、フィルムコミッション事業を通じて、苫小牧を広くPRするため、映像製作者等へ
の各種支援を行います。

【映画「のぼうの城」撮影風景】

6　フィルムコミッションの誘致6　フィルムコミッションの誘致
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　本市は、全国初の「スポーツ都市宣言」を行い、数多くのオリンピック選手を輩出しているほ
か、アジアリーグアイスホッケーに所属する王子イーグルスのホームタウンであり、毎年、全国
高等学校選抜アイスホッケー大会「氷上の甲子園」が開催される「アイスホッケータウン」です。
　また、市内には美しい景色と戦略性が豊かな10か所のゴルフ場があり、これまでに日本女子
プロゴルフ協会（LPGA）主催のLPGAツアーの開催実績もあります。
　スポーツ・文化・学術等の各種大会や会議、研修会等の開催は、産業振興や人材育成など、新
たな魅力あるまちづくりにもつながります。
　そのため、海の玄関「苫小牧港」と空の玄関「新千歳空港」のダブルポートを有し、鉄道、国道、
高速自動車道などの交通アクセスに恵まれ、北海道の中では温暖で積雪量も少ない気候、充実
した施設などの優位性を積極的にPRし、スポーツ合宿や大会誘致を推進します。

【アジアリーグアイスホッケー所属「王子イーグルス」】

7　大会・合宿誘致の推進7　大会・合宿誘致の推進
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　平成26年度の観光入込客数調査によると、本市を訪れる外国人宿泊者数は20,055人となって
います。
　内訳としては、中国が12,455人と最も多く、全体の62.1％を占めています。次いで台湾の2,628
人、韓国の2,374人と続き、上位3地域で、全体
の87.0％を占めています。
　また、平成22年度と比較すると、外国人宿泊
者数は1.7倍に増加していますが、その主な原
因は中国人観光客の増によるものであり、中
国経済や社会動向に大きく左右される可能性
があるものと推測されます。
　北海道を訪れる外国人観光客は年々増加
し、台湾、香港などの中華圏をはじめ、最近で
は特にシンガポール、タイなどの東南アジア
からの来道者が増えていますが、主な宿泊先
は、札幌市、登別市、函館市、洞爺湖町など、温
泉やショッピング等の圧倒的な誘致力のある
観光資源を有している地域となっています。
　外国人観光客誘致については、こうした本
市の状況に加えて、国や道の観光振興施策と
の連動等も踏まえた取組を展開します。

【中国語版　苫小牧ガイド】

平成22年度 平成26年度
延べ人数 構成割合 延べ人数 構成割合 増　　減

中国 4,899人 42.1％ 12,455人 62.1％ ＋7,556人　（2.5倍）
台湾 2,075人 17.8％ 2,628人 13.1％ ＋553人　（1.1倍）
韓国 1,913人 16.4％ 2,374人 11.8％ ＋461人　（1.2倍）
香港 203人 1.7％ 771人 3.8％ ＋568人　（3.8倍）
シンガポール 153人 1.3％ 700人 3.5％ ＋547人　（4.6倍）
その他 2,404人 20.6％ 1,127人 5.6％ △1,277人　（0.5倍）
合　計 11,647人 20,055人 ＋8,408人　（1.7倍）

【国別訪日外国人宿泊者数の比較】

出典：平成22及び26年度北海道観光入込客数調査報告書資料編、北海道経済部観光局

【評価指標】

8　インバウンドの拡大8　インバウンドの拡大
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　観光協会は、苫小牧市域及び支笏洞爺国立公園における観光客の誘致、観光施設の運営などの施
策を講ずることにより、観光事業の健全な発展を図り、もって地域経済、文化の振興と市民生活の安
定向上に寄与することを目的とする。

　観光客は、様々な人やサービスに接した上で、まちへの印象や思いを持ち帰るため、市民一
人ひとりは、本市の魅力を発信する重要な担い手となります。
　そのため、観光客を温かく迎える「おもてなし」に努めるとともに、地域の魅力づくりに協力
するよう努めます。

　本ビジョンは、ビジット苫小牧観光会議を中心に、市民や事業者、観光協会をはじめとする
関係団体等と連携しながら、まちぐるみで推進します。
　また、計画期間をおおむね3か年とする事業計画を立案した上で、本ビジョンに掲げた目標
の達成を目指します。

ⅶ

　観光事業者は、地域の魅力を有効に活用し、その事業活動を行うよう努めます。
　また、観光振興はまちぐるみで取り組む必要があるため、事業活動の展開に当たっては、観
光協会や行政、関連機関等との幅広い連携に努めます。

　観光協会は、その設立目的ⅶを踏まえ、本ビジョンの積極的な推進に努めます。
　また、外国人観光客対応を含む観光コンシェルジュ機能の強化や観光ボランティアガイド
の育成等により、ホスピタリティの向上に努めます。

　本ビジョン策定に伴い観光担当組織の見直しを行い、観光推進体制を強化します。
　また、国や道の観光施策と連携した施策の展開と、北海道新幹線×nittan地域戦略会議や東
胆振地域ブランド創造協議会等の広域連携の強化に努めます。

　本ビジョンは、ビジット苫小牧観光会議を中心に、市民や事業者、観光協会をはじめとする

第5章　推進体制

1　市民の役割1　市民の役割

2　観光事業者の役割2　観光事業者の役割

3　観光協会の役割3　観光協会の役割

4　行政の役割4　行政の役割

第
5
章
　
推
進
体
制





27

第１条 　本市における観光産業のつながりを強化するとともに、観光情報の共有により本
市の観光を魅了する観光振興策を検討し、より多くの誘客を図ることを目的として、
「ビジット苫小牧観光会議（以下「会議」という。）」を設置する。

（目的）

第２条
（1）
（2）
（3）

　会議は、次に掲げる事項について協議・検討にあたるものとする。
観光振興策に関する事項
観光客の誘致推進に関する事項
その他1の目的を達成するために必要な事項

（会議の協議・検討事項）

第４条
２

　委員長は、会議を代表し、会務を総理し、会議の議長となる。
　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、委員長が指定する副委員
長がその職務を代理する。

（委員長及び副委員長）

第５条 　会議には、専門の事項を調査・協議するため必要があるときは、学識経験者、関係機
関、関係団体等の参画を求めることができる。

（会議の参画）

第６条 　会議の庶務は、苫小牧市産業経済部商業観光課において行う。

（庶務）

この要綱は、平成22年3月3日から施行する。

附則

第３条
２

　会議は、市長の委嘱する委員をもって組織する。
　会議に委員長１名、副委員長２名以内を置き、委員の互選により選出する。

（組織）

資　料　ビジット苫小牧観光会議

1　ビジット苫小牧観光会議設置要綱1　ビジット苫小牧観光会議設置要綱
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所 属 等

委 員 長 （一社）苫小牧観光協会　専務理事

副委員長 苫小牧商工会議所　専務理事

委 員

（ 1 4 名 ）

（株）JTB北海道苫小牧支店　支店長

苫小牧漁業協同組合　専務理事

とまこまい広域農業協同組合　理事参事

苫小牧市　産業経済部長

苫小牧市　総合政策部まちづくり推進室長

（一社）苫小牧青年会議所　理事長

苫小牧フェリー協議会

苫小牧港管理組合　総務部港湾振興室港湾振興課長

北海道運輸局苫小牧海事事務所　所長

（一社）北海道中小企業同友会　苫小牧支部

（一社）北海道バス協会　（道南バス（株）苫小牧営業所長）

北海道旅客鉄道（株）　苫小牧駅長

一般公募（2名）

2　ビジット苫小牧観光会議委員構成2　ビジット苫小牧観光会議委員構成
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回 開催日 主な内容

5 平成25年3月27日（水） ・苫小牧市の観光振興に向けた今後のあり方について

7 平成26年11月19日（水） ・苫小牧市観光振興ビジョン（素案）について

1 平成22年3月29日（月） ・委嘱状交付
・委員長、副委員長の選出
・ビジット観光会議について
・苫小牧市の観光の現状について

6 平成26年1月15日（水） ・平成25年度における市の観光振興事業について
・観光客入込数の現状について
・苫小牧市の観光振興に向けた今後のあり方について

3 平成23年3月25日（金） ・観光のまちづくりと苫小牧観光の可能性について

　　講演
　　株式会社JTB北海道地域コンテンツ開発室
　　　地域交流ビジネス担当　小林　慎弥　様

・平成23年度における市の観光関連事業について

2 平成22年8月30日（月） ・苫小牧の観光入込客数の推移について
・東胆振地域ブランド観光戦略事業について

4 平成24年11月29日（木） ・これまでの会議経過について
・苫小牧市の観光振興に向けた今後のあり方について

3　ビジット苫小牧観光会議開催経過3　ビジット苫小牧観光会議開催経過
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